
２０２０年愛知目標の達成 図．行動計画の構造

１．普及啓発と教育の推進 ・・・国民の理解・外来種対策の社会的主流化

２．優先度を踏まえた外来種対策の推進 ・・・各レベルにおける対策すべき対象の明確化

外来種被害防止行動計画

７．情報基盤の構築 ・・・情報の収集と提供のための基盤の構築
調査研究の推進 ・・・侵略的外来種に関する生理生態・防除技術・被害軽減に関する知見の集積

防除の推進

全体の基盤となる対策

４．効果的、効率的な防除の推進

→被害防止・影響軽減
→限られた労力の選択と集中
→主体間の連携と役割分担

３．侵略的外来種の導入の防止
（１）意図的に導入される外来種の
適正管理

→外来種の特性及び、逸出の可能性を
踏まえた対策

（２）非意図的導入の予防
→侵略的外来種へのリスク評価と管理

地域的固有性の維持保全

６．同種の生物導入による遺伝的攪乱に関する対応 →種の多様性・固有性の保全

５．国内由来の外来種への対応 →生物多様性の地域的固有性の保全

導入・逸出の防止（予防）
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